
資料 ２ 

 

中小企業振興施策の実施に関する素案 

 

１ 三沢市中小企業振興条例の周知に関すること 

 三沢市中小企業振興条例では、中小企業の振興のための基本理念や中小企業に関わるす

べての方の役割等が規定された条例の周知に努めていく必要がある。 

・近隣市町村と連携し情報交流シンポジウム等の開催。 

・市ＨＰや広報誌等への情報掲載。 

・条例の具体的な内容を掲載したチラシやパンフ、イラスト入り小冊子を作成及び備え置

きや配布。 

 

２ 人材の確保・定着に関すること 

 新卒者をはじめとした若年者の首都圏流出、また、一度県外に出ていくと戻ってこない

傾向が高く、このことが人材不足に拍車をかけている。また、地元企業へ就職しても定着

まで至っていない現状もある。このような状況に対し、企業が継続・発展していくために

は人材の確保及び定着が必須である。 

・人材紹介会社への企業情報掲載について、初期費用のみならず採用に至った場合の成功

報酬にも補助する。 

・Ｗｅｂ上で直接就業希望者と面談が出来るシステム等の構築。 

・市内各学校の担当教員へ地元企業の情報提供。 

・若年雇用対策として正社員化の実現。 

・子育て世代の女性を含め女性が働きやすい職場環境の実現のため、一定の基準ならびに

行動計画に沿って実施した事業者への助成及び対象女性に対する助成。 

 

３ 人材の育成に関すること 

 企業が継続・発展していくためには、人材及び後継者を育成し、安定した事業を継続で

きるような支援が必要である。 

・高校、大学生向けのインターンシップ受け入れの体制構築支援及び情報発信に関する助

成。 

・社員研修を企業単独ではなくコミュニティ全体で実施する、三沢市ビジネススクール事

業の構築。 

 

４ 経営方策に関すること 

個々の事業者が事業の継続や拡大を図っていくためには、それに応じた助成制度の構築



や、事業者の求める情報を取得・発信できる環境を整備する必要がある。 

・企業が活用できる様々な制度や補助金等の説明会等の開催。 

 

 

５ まちづくりに関すること 

 関係機関が地域の特色を活かしたイベント等を開催し賑わいの創出に努めているが、

様々な課題が山積していることから、魅力ある取組を積極的に取組む必要がある。 

・三沢市にしかできない街づくりを考え、素晴らしい環境・観光資源を生かしながら、希

望を持ち続けられるまちづくり。 

・商店街の空き店舗利活用促進と景観イメージアップ。 

・事業者が地域の特色であるアメリカンを活かし発信するための助成。 

 

６ 人口減少に関すること 

 人口減少の問題は、需要の減少、事業規模の縮小、雇用機会の減少、事業継続の困難等、

地域経済を支える中小企業者に多大な影響を与えるため、対策の強化が必要である。 

・婚活事業者と連携をし、三沢市ならではの婚活パーティ企画提案に対する補助。 

・資金不足による婚姻の躊躇を解消するための結婚サポート補助。 

・不妊治療補助。 

・インターネットにて随時、市内の空き家情報を提供し移住家族の誘導を促し、移住者へ

の継続的補助金の充実。 

・リノベーション住宅への転換を促すため、建物リフォーム等事業費補助金の充実。 

 

７ 企業の取組に関すること 

・従業員の健康管理を経営的視点から考え戦略的に実践しているとして青森県健康経営認

定制度や、少子化対策を計り子育て支援など一定の基準を満たした企業や法人のとして厚

生労働省の「くるみん認定」、多様な人材を活かし成果を上げているとして経済産業省の「ダ

イバーシティ経営企業表彰」等、働きやすい職場環境であることを対外的にアピールでき

るよう、国や県の表彰制度を目指す。 

・新卒一括採用から通年採用となることで、さらにインターンシップの重要性が増すこと

から、受け入れ態勢や充実したプログラムを整備し「選ばれる企業」への対応していく。 

・就職内定者には、途中で辞退とならないよう、親も含めた就職内定者へのきめ細やかな

対応していく。 


